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カー・アクセス・システムの進化を切り拓く PEPS技術 

他の用途で幅広く使用されている技術を設計エンジニアが活用することにより、カー・

アクセスはさらに利便性の高いものとなっています。自動車業界は、車両のロックを解除

する機械的なカギを提供するところから、ボタンで車両のロックを解除できるキー・フォ

ブを提供するまでに進化してきました。現在、最も普及しているカー・アクセスの形態

は、パッシブ・エントリー/パッシブ・スタート（PEPS）システムを中心とするもので

す。このシステムでは、カギを物理的に使用することなく、自動車に乗り込み、さらにエ

ンジンを始動することもできます。 

PEPSシステムの仕組み 

PEPSシステムは、自動車とキー・フォブの間の無線周波数（RF）通信を利用し、ドラ

イバーの意図の理解とドライバーの認証の両方を実行します。低周波数（一般に 125kHz

または 134kHz）と超高周波数（UHF）（一般に Sub-1GHz）の信号が、キー・フォブと車両

の間で固有のキー・アクセス・コードを伝送します。自動車は、伝送されたコードが期待

される値に一致し、キー・フォブと車両の距離が一定の閾値内にある場合にのみ機能への

アクセスを許可します。キー・フォブと車両の間の測定では、位置と距離の両方が検出さ

れ、キーが車内にあるか車外にあるか判断されます。キーが近い場所でもまだ車外にある

場合、パッシブ・エントリー機能は有効化されますが、パッシブ・スタート機能は許可さ

れません。 

PEPSシステムには、トリガー・システムとポーリング・システムの 2種類が考えられ

ます。トリガー・システムでは、ドライバーがドア・ハンドルなど車のどこかに触れるこ

とでカー・アクセスのプロセスを開始します。一方、ポーリング・システムでは、カー・

アクセス・システムは車の付近を継続的にスキャンしてキーの存在を探します。 

トリガー・システムとポーリング・システムのそれぞれのエントリー・シーケンスを図

1と図 2に示します。 

http://www.tij.co.jp/solution/jp/car_access_system?HQS=sys-auto-bel-blecaraccess-pr-eerd-peps-jp
http://www.tij.co.jp/solution/jp/car_access_system?HQS=sys-auto-bel-blecaraccess-pr-eerd-peps-jp


 

 

 

図 1：ドアのロック解除を行うトリガーPEPSエントリー・シーケンス 

 

図 2：ドアのロック解除を行うポーリング PEPSエントリー・シーケンス 

Bluetooth® Low Energyを利用して、電話をキーとして使用 

今日の設計者は、電話をキーとして使用する PEPSシステムを実現することで、これら

の進歩をさらに前進させます（図 3）。 

http://www.tij.co.jp/solution/jp/phone-as-a-key-paak?HQS=sys-auto-bel-blecaraccess-pr-eerd-paak-jp
http://www.tij.co.jp/solution/jp/phone-as-a-key-paak?HQS=sys-auto-bel-blecaraccess-pr-eerd-paak-jp
http://www.ti.com/content/dam/tinews/images/blogs/category/automotive/wwe/block-diagram/PEPS-triggered-system-diagram.jpg
http://www.ti.com/content/dam/tinews/images/blogs/category/automotive/wwe/block-diagram/PEPS-polling-system-diagram.jpg


 

 

 

図 3：電話をキーとして使用するシステムにおける PEPSの有効化 

電話をキーとして使用するシステムの導入に向けた動きには、UHFから Bluetooth Low 

Energy技術への移行の取り組みも含まれます。そのような取り組みにはたくさんの理由が

あります。Bluetooth Low Energy規格は、UHFよりもはるかに広く利用されており、通信

がより標準化され、セキュリティも高いほか、Bluetoothシステムは UHFと比べて消費電

力も少なくて済みます。Bluetooth Low Energyはすでにスマートフォンに搭載されているの

で、Bluetooth Low Energyベースのカー・アクセス・システムの開発により、PEPSシステ

ムにスマートフォンを利用できるようになります。電話をキーとして使用するシステムで

は、ドライバーがポケットや財布の中に車のキーを入れたままにしておけるだけでなく、

車のキーを家に置きっ放しにすることもできるようになり、外出時の持ち物を 1つ減らす

ことができます。 

参考情報 

＋技術記事（英語）"benefits of Bluetooth Low Energy for car access systems" 

＋リファレンス・デザイン「車載、Bluetooth Low Energy、カー・アクセス向けサテライ

ト・ノードのリファレンス・デザイン」 

 

※すべての登録商標および商標はそれぞれの所有者に帰属します。 

※上記の記事はこちらの技術記事（2019年 7月 23日）より翻訳転載されました。 
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